
 

HP Network Node Manager i Software

Windows®、HP-UX、Linux、および Solaris オペレーティングシステム用

ソフトウェアーバージョン : NNMi 9.20

HP Network Node Manager i Software—NetScout Systems 
nGenius Performance Manager 統合ガイド

ドキュメントリリース日 : 2012 年 5 月

ソフトウェアーリリース日 : 2012 年 5 月



2

NNMi 9.20

ご注意

保証について

HP 製品とサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるもの

とします。 ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。 HP では、ここに記載されている技術的、

または編集上の不正確さや脱漏については責任を負いません。

ここに記載されている情報は、予告なく変更されることがあります。

権利制限について

機密性のあるコンピューターソフトウェアーです。 これらを所有、使用、または複製するには、HP が提供する有

効なライセンスが必要です。 FAR 12.211および12.212に準拠し、商用コンピューターソフトウェアー、コンピュー

ターソフトウェアードキュメント、および商用アイテムの技術データは、ベンダーの標準商用ライセンスの下、米
国政府にライセンスされています。

著作権について

© Copyright 2008–2012 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標に関する通知

Adobe® は Adobe Systems Incorporated の登録商標です。 

HP 9000 コンピューター上の HP-UX リリース 10.20 以降および HP-UX リリース 11.00 以降 (32 ビットおよび 64
ビット両方の環境 ) は、すべて Open Group UNIX 95 製品です。

Microsoft® および Windows® は Microsoft Corporation の米国内での登録商標です。

Oracle および Java は Oracle およびその関連会社の登録商標です。

UNIX® は The Open Group の登録商標です。

Oracle テクノロジの制限された権限に関する通知

国防省連邦調達規則補足 (DOD FAR Supplement) に従って提供されるプログラムは、「商用コンピューターソフト

ウェアー」であり、ドキュメントを含む同プログラムの使用、複製および開示は、該当する Oracle 社のライセン

ス契約に規定された制約を受けるものとします。 それ以外の場合は、連邦調達規則に従って供給されたプログラム

は、「制限されたコンピューターソフトウェアー」であり、関連文書を含むプログラムの使用、複製、および公開
は、FAR 52.227-19、『商用コンピューターソフトウェアー - 制限された権限』 (1987 年 6 月 ) に記載されている制

限に従うものとします。 Oracle America, Inc., 500 Oracle Parkway, Redwood City, CA 94065.

Oracle ライセンスの全文は、NNMi の製品 DVD にある license-agreements のディレクトリを参照してください。

謝辞

この製品には、Apache Software Foundation で開発されたソフトウェアーが含まれています。 
(http://www.apache.org) 

この製品には、Indiana University Extreme! Lab で開発されたソフトウェアーが含まれています。 
(http://www.extreme.indiana.edu) 
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使用可能な製品ドキュメント

このガイドに加え、次のドキュメントが NNMi について利用できます。

• HP Network Node Manager i Software ドキュメント一覧 — HP マニュアル Web サイト上にあります。 この

ファイルを使用して、このバージョンの NNMi の NNMi ドキュメントセットにある追加や改訂を調べること

ができます。 リンクをクリックして、HP マニュアル Web サイト上のドキュメントにアクセスします。

• HP Network Node Manager i Software インタラクティブインストールガイド — これは対話型ドキュメント

で、NNMI 9.20 製品メディアで入手できます。 
詳細については、製品メディアの nnmi_interactive_installation_ja_README.txt ファイルを参照してくだ

さい。 

• HP Network Node Manager i Software アップグレードリファレンス — HP マニュアル Web サイトから入手

できます。

• HP Network Node Manager i Softwareリリースノート — 製品メディアおよびNNMi管理サーバーから入手

できます。

• HP Network Node Manager i Software システムとデバイス対応マトリックス — 製品メディアおよび NNMi
管理サーバーから入手できます。

• HP Network Node Manager iSPI Network Engineering Toolset 計画とインストールガイド (HP Network Node
Manager iSPI Network Engineering Toolset Planning and Installation Guide) — NNM iSPI NET 診断サーバー

製品メディアにあります。

最近の更新を確認する場合、または最新のドキュメントを使用しているか確認する場合は、以下をご覧ください。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passport への登録とサインインが必要です。 HP Passport ID のご登録は、次の

URL で行ってください。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html（英語サイト）

または、HP Passport のログインページの [New users - please register] リンクをクリックします。

製品のサポートサービスに登録すると、最新版を入手できます。 詳細は HP 販売員にお尋ねください。
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NetScout Systems 
nGenius 

Performance 
Manager

NetScout Systems nGenius Performance Manager は複雑なネットワークにおいて、以下を目的とする可視性を

提供します。

• アプリケーションの認識と監視

• パケットとフローの分析とトラブルシューティング 

• 応答時間分析

• 報告および容量計画作成

• 集中性管理

• 警報生成とイベント識別

NetScout Systems nGenius Performance Manager は、パケットの綿密な調査とフローベースの技術を活用し、

複数のタイプのデータが絡むリアルタイムの運用情報に対する可視性を提供します。

• 高度で重要なパフォーマンスインジケーター (KPI)。たとえば、応答時間、エラー、ジッターなど

• アプリケーションフローデータ。たとえば、使用率、会話、トップのトーカーなど

• パケットレベルの分析。たとえば、復号化、反発図など

NetScout Systems nGenius Performance Manager は、さまざまなネットワークデータのソースからパフォーマン

スデータを収集し、あらゆるネットワークインフラストラクチャー、トポロジ、およびアプリケーションの使用パ
ターンを監視します。 NetScout Systems nGenius Performance Manager は、一連の結果をリアルタイム情報およ

び履歴として各種のビューやレポートに表示します。提供される情報には以下のものがあります。

• アプリケーションパフォーマンス

• ネットワークリソースのユーザーと悪用者

• ネットワーク容量のリソース消費

NetScout Systems nGenius Performance Manager のご購入については、HP 営業担当者にご相談ください。
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この章には、以下のトピックがあります。

• HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合

• HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合の有効化

• HP NNMi–nGenius Performance Manager 統合の使用法

• HP NNMi–nGenius Performance Manager 統合の無効化

• HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合のトラブルシューティング

HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合

NetScout Systems nGenius Performance Manager を HP Network Node Manager i
Software (HP NNMi) 環境に組み込むことで、HP NNMi を使用してネットワークを監視
および管理するネットワーク管理者は、NetScout Systems nGenius Performance
Manager デバイスを通してアプリケーションレベルの情報を入手できます。

HP NNMi - NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合は、以下の機能を提
供します。

• nGenius Performance ManagerサーバーとプローブのアラームをNNMiインシデン
トビューで受信する。

• NetScout Systems nGenius Performance Manager でコンテキストビューを起動し、
インシデントの原因を調査する。

• NNMi マップビューに、NetScout アイコンを使用して nGenius Probes または
InfiniStream アプライアンスを表示する。

• NNMi コンソールから nGenius Performance Manager QuickViews を起動する。

• NNMi コンソールから NetScout Systems nGenius Performance Manager アプリ
ケーションを起動する。

• NNMiインシデントビューに表示されるnGeneius Performance Managerインシデン
トの NNMi レイヤー 2 およびレイヤー 3 近隣接続ビューを起動する。

• NNMiインシデントビューに表示されるnGeneius Performance Managerインシデン
トの NNMi パスビューマップを起動する。

• NetScout Systems nGenius Performance Manager で生成されるアラームごとにク
リアトラップアラームを HP NNMi に転送する。

値

HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合には、以下の利点が
あります。

• 最大のネットワーク可用性を配信するコストを削減します。

• ネットワーク管理インフラストラクチャーを 1 つのコンソールに統合します。

• 統合障害とアプリケーションの認識パフォーマンスデータによって、スタッフの生産
性および効率性を向上させます。

• フローとパケットレベル詳細のコンテキストドリルダウンで MTTR を縮小し、パ
フォーマンス問題を識別します。
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統合製品

この章の情報は、以下の製品に当てはまります。

• NetScout Systems nGenius Performance Manager

• NetScout Systems nGenius Performance Managerに付属するバージョンのNetScout
Systems nGenius Service Delivery Manager

• CDM Agent Firmware

• nGenius Probe または InfiniStream アプライアンス

• NNMi 9.20

HP NNMiとnGenius Performance Managerサーバーは別々のコンピューターにインス

トールする必要があります。 NNMi 管理サーバーサーバーと nGenius Performance
Manager サーバーコンピューターのオペレーティングシステムは同一である必要はあり

ません。

ドキュメント

HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合についての詳細は、

以下のドキュメントに記載されています。

『nGenius Performance Manager と HP Network Node Manager i Software の統合』

(NetScout パーツ番号 733-0194 Rev.A。

http://www.netscout.com ( 英語サイト ) から入手できます )

HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合
の有効化

HP Network Node Managerインストールファイル用のnGenius Performance Manager
統合ユーティリティは nGenius Performance Manager サーバーの次の場所で入手でき

ます。

• Windows: %nGenius Install%\rtm\bin\nGeniusNNM8.zip
• UNIX: $nGenius Install/rtm/bin/nGeniusNNM8.zip
管理者特権または root 特権を持つユーザーで NNMi 管理サーバーに統合ユーティリティ

をインストールします。 このユーティリティは、NNMi 統合関連のすべての nGenius
Server 設定データを HP NNMi にインポートします。

nGenius Performance Manager統合ユーティリティをインストールする高度なステップ

は次のとおりです。 詳細については、「nGenius Performance Manager と HP Network
Node Manager i Software の統合」を参照してください。

1 インストールファイルを抽出し、NetScout Systems nGenius Performance Manager
内の HP NNMi サポートを設定します。

サポートされるバージョンは、NNMi システムとデバイス対応マトリックスにリス

トされています。
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2 HP NNMi で NetScout インシデント ( アラーム ) を設定します。

3 nGenius Probe が SNMP トラップをポート 395 に送信するように設定します。

4 オプション。 プローブルーターマッピングを設定します。

HP NNMi–nGenius Performance Manager 統合の使用法

HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合を使用する方法の詳

細は、「nGenius Performance Manager と HP Network Node Manager i Software の統

合を参照してください。

HP NNMi–nGenius Performance Manager 統合の無効化

HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合を無効化する方法の

詳細は、「nGenius Performance Manager と HP Network Node Manager i Software の

統合」を参照してください。

HP NNMi–NetScout Systems nGenius Performance Manager 統合
のトラブルシューティング

HP NNMi–nGenius Performance Manager 統合のトラブルシューティングの詳細につ

いては、NetScout Systems 顧客サポートにお問い合わせください。 問い合わせ情報は次

の URL にあります。

https://my.netscout.com/pages/mcplanding.aspx ( 英語サイト )



フィードバックをお待ちしております。

ご使用のシステムに電子メールクライアントが設定されている場合は、デフォルトで、こ
こをクリックすると電子メールウィンドウが開きます。

使用可能な電子メールクライアントがない場合は、Web メールクライアントの新規メッ

セージに以下の情報をコピーして、ovdoc-nsm@hp.com にこのメッセージを送信して

ください。

製品名およびバージョン : NNMi 9.20

ドキュメントタイトル : HP NNMi—NetScout Systems nGenius Performance Manager統
合ガイド

フィードバック :

mailto:ovdoc-nsm@hp.com ?Subject=Feedback on HP NNMi - NetScout Systems nGenius Performance Manager Integration Guide (9.20)&body=Feedback:
mailto:ovdoc-nsm@hp.com ?Subject=Feedback on HP NNMi - NetScout Systems nGenius Performance Manager Integration Guide (9.20)&body=Feedback:
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